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編集委員会

○農業委員・農地利用最適化推進委員を募集します 	 ２

○ＧＡＰ（ギャップ）の概要について 	 ３

○賃借料情報、臨時雇賃金、農業委員会活動報告 	 ４

○農業賞、農業委員任期の振り返り、お知らせ 	 ５

○せん孔細菌病対策、凍霜害対策 	 ６

おもな内容

尾崎さんご夫妻
平成２９年から甲府市内で就農して

います。

栽培：モモ・スモモ・トウモロコシ・

ナス・野沢菜

　夫の尾崎太郎さん（写真右）は２０年近くダイビング（潜水）の仕事に従事してい
ましたが、「自分の手で最高に美味しいモモを作る」と一念発起し甲府市中道地区
に移住、ゼロスタートから就農しました。妻の尾崎たまきさん（写真左）は自分の
仕事（カメラマン）の傍ら繁忙期には農作業を手伝っています。
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農業委員・農地利用最適化推進委員を募集します

　

３
年
ぶ
り
に
県
外
視
察
研
修

を
行
い
ま
し
た
。
愛
知
県
大
府

市
に
あ
る

「
げ
ん
き
の
郷
」
は
、

知
多
半
島
の
付
け
根
に
位
置
し
、

名
古
屋
な
ど
の
大
都
市
を
支
え

る
台
所
。
年
間
１
３
０
万
人
が

訪
れ
る
複
合
施
設
に
成
長
さ
せ

た
当
時
か
ら
引
き
継
ぐ
思
い
を

学
び
ま
し
た
。

　農業委員と農地利用最適化推進委員が、 相互に連携を図りながら地域の農地の相談役として活動していただきます。

募集期間　　令和２年２月１７日～３月１３日 （必着）
　
推薦・応募の方法

　　「団体等から推薦」 と、 「自ら応募」 の２通りの方法があります。 （詳しくは応募案内を参照してください。）

推薦及び応募に係る書類の配布・提出先
　市役所８階農政課、農業委員会事務局、農業センター、中道支所、上九一色出張所、各窓口センター、ＪＡ各支店窓口

農地利用最適化推進委員 農　業　委　員

募集人員　１８名

応募資格　農地等の利用の最適化の推進に熱意と

識見を有する者で、 担当する区域におい

て、 農地等の利用の最適化の推進のた

めに活動できる方。

主な仕事
① 農地利用の最適化のための現場活動

　 ・ 担い手への農地の利用の集積 ・ 集約化

　 ・ 耕作放棄地の発生防止・ 解消

　 ・ 新規就農者、 企業参入等の指導 ・ 助言

② 各種会議への出席（総会、委員会等必要に応じて）

任期　令和２年７月３１日～令和５年７月３０日

担当地区　下記に定める指定区域

担当区域 人数
千代田・能泉・宮本・千塚・山宮 １人
相川・池田 １人
里垣 １人
甲運 ２人
玉諸 ２人
山城・貢川・旧市 ４人
大里・国母 １人
中道北 ３人
中道南・上九一色 ３人

募集人員　１９名

応募資格　農業に関する知識を有し、 農地等の利

用の最適化の推進に関する事項、 その

他農業委員会の所掌する事項に関し、

その職務を適切に行うことができる方。

主な仕事
① 農地利用最適化推進指針の策定

② 農地に関する賃借 ･ 売買 ･ 転用の許可

③ 上記に係る毎月の会議 （総会） ・ 各種会議 （必

要に応じて） への出席及び現地調査

④ 審査等に関する現地確認等

任期　令和２年７月３１日～令和５年７月３０日

担当地区　市内全域

令和元年１１月２１日（木）

農
業
委
員
会

県
外
視
察
研
修
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Ｇ
Ａ
Ｐ

（
農
業
生
産
工
程
管

理
）
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｇ
Ａ
Ｐ

（ギ
ャ
ッ
プ
）
と
は

　

「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ

（
良
い
）　

Ａ
ｇ
ｒ
ｉ

ｃ
ｕ
ｌ
ｔ
ｕ
ｒ
ａ
ｌ

（
農
業
）　

Ｐ

ｒ
ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｃ
ｅ

（
や
り
方
）」

の
略
語
で
、
「
良
い
農
業
の
や
り

方
」
と
訳
せ
ま
す
。

　

少
し
難
し
く
思
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
つ
ま
り
Ｇ
Ａ
Ｐ
と
は
農

家
の
み
な
さ
ん
が

「
良
い
農
業
」

を
実
現
す
る
た
め
に
、
農
作
業

工
程
な
ど
を
確
認
し
管
理
す
る

こ
と
で
す
。

　

農
産
物
を
栽
培
し
、
収
穫
・

出
荷
す
る
ま
で
に
は
幾
つ
も
の
作

業
工
程
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
工

程
の
中
に
は
、
様
々
な
リ
ス
ク
が

潜
ん
で
お
り
、
一
つ
作
業
を
間

違
え
る
と
農
業
経
営
に
影
響
を

与
え
か
ね
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
農
薬
の
使
用
を
間

違
っ
て
残
留
し
た
農
薬
に
よ
る
農

産
物
の
汚
染
、
農
作
業
中
の
機

械
事
故
、
農
薬
や
肥
料
の
河
川

へ
の
流
出
な
ど
様
々
な
問
題
の
発

生
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

Ｇ
Ａ
Ｐ
は
農
業
者
自
ら
が
農

作
業
工
程
等
の
点
検
、
検
証
を

行
う
こ
と
で
、
問
題
の
発
生
を

未
然
に
防
止
し
、
「
安
全

・
安

心
を
担
保
す
る
農
業
」
「
持
続

可
能
な
農
業
」
等
々
を
実
現
す

る
た
め
の
農
業
規
模
と
な
り
ま

す
。

　

次
に
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
具
体
的
な
方
法

を
紹
介
し
ま
す
。
先
ず
、
農
作

業
毎
に
、
ど
の
よ
う
な
問
題
の

発
生
が
考
え
ら
れ
る
か
書
き
出

し
ま
す
。
更
に
そ
の
問
題
が
発

生
す
る
要
因
は
何
か
、
発
生
さ

せ
な
い
た
め
に
は
何
が
必
要
か
を

整
理
し
ま
す
。
こ
れ
ら
点
検
項

目
を
ま
と
め
た
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

を
作
成
し
、
こ
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
を
活
用
し
な
が
ら
、
農
業
生

産
活
動
の
各
工
程
の
正
確
な
実

施
、
記
録
、
点
検
及
び
評
価
、

改
善
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
よ

り
よ
い
農
業
に
近
づ
け
て
い
く
こ

と
で
す
。

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
導
入
効
果

　

や
ま
な
し
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

従
前
か
ら
の
国
際
水
準
の

認
証
制
度
で
あ
る
Ｊジ

ェ
イ
ギ
ャ
ッ
プ

Ｇ
Ａ
Ｐ
、

Ｇグ

ロ

ー

バ

ル

ギ

ャ

ッ

プ

Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
加
え
、

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
拠
し
、

都
道
府
県
等
の
公
的
機
関
が
確

認
し
た
Ｇ
Ａ
Ｐ
と
し
て
山
梨
県
で

も
独
自
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
制
度
を

構
築
し
、
「
や
ま
な
し
Ｇ
Ａ
Ｐ
」

と
し
て
認
証
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。

　

次
に
や
ま
な
し
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
証

制
度
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

申
請
で
き
る
方
は
、
県
内
の

農
業
者
、
農
業
法
人
、
Ｊ
Ａ
生

産
部
会
な
ど
で
す
。

　

認
証
の
要
件
は
や
ま
な
し
Ｇ
Ａ

Ｐ
導
入
基
準
書
に
定
め
る
以
下

の
事
項
を
実
践
し
て
い
る
こ
と
と

定
め
て
い
ま
す
。

　

１
・
食
品
安
全
を
主
な
目
的

と
す
る
取
組
、
２
・
環
境
保
全

を
主
な
目
的
と
す
る
取
組
、
３
・

労
働
安
全
を
主
な
目
的
と
す
る

取
組
、
４
・
生
産
工
程
管
理
の

全
般
に
係
る
取
組
、
５
・
出
荷

団
体
の
取
組
。

　

こ
の
取
組
項
目
を
果
樹
・
野

菜･

水
稲
な
ど
品
目
ご
と
に
実

践
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
農
業
者

や
農
業
法
人
が
認
証
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
実
践
す
べ
き
事
項

（
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
）
や
申
請
様

式
な
ど
詳
細
は
県
農
政
部
農
業

技
術
課
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

　

な
お
認
証
期
間
は
３
年
で
、

認
証
期
間
中
は
取
組
事
項
の
実

践
に
つ
い
て
１
年
ご
と
に
内
部
監

査
報
告
書
の
提
出
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
す
。

　

や
ま
な
し
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
認
証
さ
れ

る
と
、
や
ま
な
し
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
使
う
こ
と
が
で
き
、
出

荷
箱
や
パ
ッ
ク
、
シ
ー
ル
等
に
印

刷
す
る
こ
と
で
安
全
・
安
心
に

取
組
む
証
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
ま

す
。

　

現
在
、
甲
府
市
内
に
お
い
て
も
、

一
法
人
が
認
証
済
み
、
Ｊ
Ａ
山

梨
み
ら
い
甲
府
地
区
果
実
部
及

び
野
菜
部
、
Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
中

道
支
所
野
菜
・
果
実
総
合
部
会

に
お
い
て
部
会
員
に
よ
る
Ｇ
Ａ
Ｐ

の
取
組
が
行
わ
れ
て
お
り
、
や

ま
な
し
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
に
向
け
た

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

農産物の安全性向上 環境負荷の軽減 農作業の安全確保
食品事故を未然に防ぎ安
全・安心な農産物を生産・
提供します。

環境に負荷を与えないよう
に配慮して、きれいな田畑
や水を未来に残します。

農作業事故を減らし、安全
な労働環境を作ります。

Ｇ
Ａ
Ｐ（
ギ
ャ
ッ
プ
）の

概
要
に
つ
い
て

や
ま
な
し
Ｇ
Ａ
Ｐ
の

認
証
制
度
に
つ
い
て

普
及
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
中
北
地
域
普
及
セ
ン
タ
ー

(

中
北
農
務
事
務
所 

農
業
農
村
支
援
課
）　
　
　

  

や
ま
な
し
Ｇ
Ａ
Ｐ
ロ
ゴ
マ
ー
ク
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農業委員会からのお知らせ

　農業委員会では、 毎月の定例総会で、 各種申請や届出の許可決定を行っています。

【定例総会】 （平成 3 １年４月～令和元年９月）

　　4 月 25 日、 5 月 30 日、 6 月 28 日、 7 月 30 日、 8 月 30 日、 9 月 27 日

【定例総会で決まった案件】 （平成 3 １年４月１日～令和元年９月 30 日）

　農地利用状況調査は、 農業委員、 農地利用最適化推進委員、 農地銀行推進員、 一般農家の

方々の協力を得て、 毎年 9 月に行っています。

【利用状況調査結果】 （令和元年 10 月末現在）

耕作目的の売買・賃貸 （3 条許可） １２件 １６，９４３㎡ （　１. ６９ha）

市街化調整区域内の転用 （4、 5 条許可） ６３件 １０１，７３５㎡ （１０. １７ha）

市街化区域内の転用 （4、 5 条届出） ７３件 ４０，９００㎡ （　４. ０９ha）

利用権の設定

新　　　規 ４４件 ６８，６４６㎡ （　６. ８６ha）

再　設　定 ８７件 １３７，１５３㎡ （１３. ７１ha）

解　　　約 １５件 ２３，５５０㎡ （　２. ３５ha）

相 続 税 納 税 猶 予 １件 １，７３４㎡ （　０. １７ha）

調 査 実 施 対 象 ４６，１１９筆 １７，６２８，１１８㎡ （１，７６２. ８１ha）

うち遊休農地等状況 　８９６筆 ３６３，７３５㎡ （　　　３６. ３７ha）

作物 項　目 区　分 金額 （円） 単　位

稲

作

耕起代かき
山間地 １４, １００

１０ａ当たり
平坦地 １３, １００

耕　起
山間地 ８, ６００

１０ａ当たり
平坦地 ８, ０００

代かき
山間地 ８, ６００

１０ａ当たり
平坦地 ８, ０００

機械田植
山間地 １０, ３００

１０ａ当たり
平坦地 ９, ５００

稲刈機械 （バインダー） １０, ０００
１０ａ当たり

（結束ヒモ付き）

脱穀機械

（ハーベスター）

山間地 ９, ５００
１０ａ当たり

平坦地 ９, ０００

稲刈 ・ 脱穀 （コンバイン） １９, ０００ １０ａ当たり （乾燥まで）

果樹 （剪定） １３, ０００ １日当たり

ブドウの棚補修 １６, ０００ １日当たり

一般農作業 ９００ １時間当たり

備

考

（１） �本表は、 標準的な料金を示すものであり、 圃場の条件や作業条件な

どを勘案して、当事者間の協議により決定することを前提としております。

なお上記以外の作業についても協議のうえで決定してください。

（２） 燃料は、 請負者持ちです。

作物区分 地域区分 平均額 最高額 最低額

稲 作

甲府市平均 １１, ５００円 ２０, ５００円 ３, ７００円

旧甲府市 （平坦地） １２, ４００円 ２０, ５００円 ７, ４００円

旧中道町 ９, ６００円 １０, ６００円 ７, ９００円

野 菜

甲府市平均 １０, ０００円 １９, ７００円 ４, ０００円

旧甲府市 （平坦地） １０, ６００円 １７, ９００円 ５, ０００円

旧中道町 １０, ４００円 １９, ７００円 ４, ０００円

果 樹

甲府市平均 １３, ３００円 ２５, ２００円 ５, ０００円

旧甲府市 （平坦地） １７, ６００円 ２５, ２００円 １０, ０００円

旧甲府市 （山間地） １０, ７００円 １９, ３００円 ５, ０００円

旧中道町 １０, ７００円 １９, １００円 ５, ９００円

ブ ド ウ

甲府市平均 １４, ４００円 ２６, ９００円 ５, ０００円

旧甲府市 （平坦地） １８, ３００円 ２６, ９００円 ５, ９００円

旧甲府市 （山間地） １０, ７００円 １９, ３００円 ５, ０００円

※該当のない地域は上記を参考にしてください。

賃借料情報  賃貸借の参考にしてください（１０ａ当たり）令和２年度  農業臨時雇賃金等標準額

農業委員会活動報告
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遠
藤
　
茂
喜
　
様

　

令
和
元
年
度
の

「
甲
府
市
農

業
賞
」
は
、
西
油
川
町
の
遠
藤

茂
喜
氏
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ト
マ
ト
の
施
設
栽
培
に
い
ち
早

く
取
組
み
、
先
進
的
な
経
営
を

行
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
新
た

に
ト
マ
ト
栽
培
を
始
め
る
農
家

や
新
規
就
農
者
に
対
し
て
相
談
・

助
言
を
行
う
な
ど
、
指
導
的
な

立
場
に
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
甲
府
市
農
業
を
牽

引
す
る
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て

ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
　
田
中
　
由
美

　

農
業
委
員
の
こ
れ
ま
で
の
任
期

を
振
り
返
っ
て
、
ひ
と
こ
と
で
感

想
を
述
べ
る
と
す
れ
ば
、
「
甲
府

が
前
よ
り
愛
お
し
く
な
っ
た
」
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
二
十
七
年
の
農
業
委
員

会
法
改
正
に
よ
り
、
農
業
者
以

外
の
中
立
委
員
を
入
れ
る
き
ま

り
に
な
っ
た
た
め
農
業
委
員
を
し

て
い
ま
す
が
、
私
は
普
段
弁
護

士
を
し
て
い
ま
す
。
文
字
通
り

「
畑
ち
が
い
」
の
仕
事
を
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
は
野
菜
は
ど
の

ス
ー
パ
ー
が
安
い
か
を
気
に
す
る

だ
け
の
一
介
の
消
費
者
に
す
ぎ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
農
業
委
員
に
な
り
、

農
業
者
の
方
と
ふ
れ
あ
い
、
農

業
の
抱
え
る
問
題
に
取
り
組
む

中
で
、
農
業
に
対
す
る
考
え
方

が
変
わ
り
、
ぐ
っ
と
視
界
が
開

け
た
気
が
し
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
と
い
う
も
の
、
今
ま
で
単
な

る
曲
が
り
角
だ
と
思
っ
て
い
た
場

所
が
、
ぶ
ど
う
畑
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
が
わ
か
っ
た
り
、
こ
こ
は
シ
ャ

イ
ン
、
こ
こ
は
デ
ラ
ウ
ェ
ア
を
育
て

て
い
る
と
か
、
こ
こ
は
下
草
を
と

て
も
き
れ
い
に
し
て
い
る
な
な
ど
、

同
じ
景
色
を
見
て
も
、
違
っ
た

見
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
気
が
つ
く
と
、
お
店
で

農
産
物
を
買
う
と
き
に
も
、
値

段
だ
け
で
な
く
で
き
る
だ
け
地

物
を
選
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
り
、
子

供
た
ち
と
も
食
事
の
時
な
ど
に

地
元
の
農
業
の
話
も
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
地
元
の
名
産

を
知
り
、
大
事
に
思
う
こ
と
は
、

地
元
を
愛
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
と
思
い
ま
す
。
し
か
も
、
農

産
物
の
豊
富
な
甲
府
市
。
私
は

甲
府
市
の
出
身
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
農
業
や
農
産
物
の
こ
と

を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

甲
府
が
自
分
の
も
と
も
と
の
ふ

る
さ
と
の
よ
う
な
気
持
ち
を
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
が
農
業
委
員
と
し
て
ど
れ

だ
け
貢
献
で
き
た
か
は
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
こ
の
貴
重
な
経
験

を
今
後
に
生
か
し
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
者
が
行
う
稲
わ
ら
・
剪

定
枝
な
ど
の
焼
却
で
や
む
を
得

な
い
も
の
に
つ
い
て
は
野
焼
き
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
が
、
煙
や

悪
臭
な
ど
で
近
隣
の
迷
惑
に
な

ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
火
災
の
危
険
も
あ

り
ま
す
の
で
、
火
の
始
末
に
つ
い

て
も
し
っ
か
り
と
消
火
す
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

農
業
用
機
械
で
の
作
業
中
の

死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す

の
で
細
心
の
注
意
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

〇
作
業
車
の
使
用
中
は
、
常

に
周
囲
を
確
認
し
低
い
枝
や
支

柱
・
支
線
の
近
く
の
走
行
を
避

け
、
土
手
へ
の
乗
り
上
げ
や
脱

輪
に
注
意
す
る
。
〇
高
所
作
業

台
は
転
倒
の
恐
れ
が
あ
る
の
で

凹
凸
の
な
い
場
所
で
使
用
し
作

業
台
を
上
昇
さ
せ
た
ま
ま
走
行

し
な
い
。
〇
脚
立
で
の
作
業
時

は
、
安
定
し
た
場
所
に
設
置
し
、

開
脚
防
止
の
チ
ェ
ー
ン
を
掛
け
、

無
理
な
体
勢
で
作
業
し
な
い
。

　

就
農
支
援
課

　

 
℡

（２
４
１
）
５
６
１
６

　

こ
れ
ま
で
営
々
と
築
き
上
げ
て

こ
ら
れ
た
地
域
の
農
業
・
農
地

の
こ
れ
か
ら
を
地
域
の
皆
さ
ん
で

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
地
域
の

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を

中
心
に
集
落
ご
と
に
話
し
合
い

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
積
極
的
な
ご
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

農
政
課

　

 　

℡

（２
９
８
）
４
８
３
３

　

農
業
者
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も

加
入
で
き
ま
す
。
終
身
年
金
で

あ
り
、
掛
け
捨
て
部
分
が
あ
り

ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
お
近
く
の

Ｊ
Ａ
窓
口
へ

　

農
業
委
員
会

　

 　

℡

（２
３
７
）
５
８
９
２

祝
・
甲
府
市
農
業
賞

受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

今
回
の
任
期
を

振
り
返
っ
て

野
焼
き
時
の
注
意

農
作
業
は
、
慎
重
に

農
業
者
年
金
へ
の
加
入
を

人
・
農
地
プ
ラ
ン
を

　
作
成
す
る
た
め
の

話
し
合
い
へ
の
参
加
を
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▼
果
　

樹

事
前
対
策

露
地
栽
培
等

　

ブ
ド
ウ
の
ホ
ー
ス
栽
培
で
は
、

基
部
の
２
芽
を
被
覆
せ
ず
被
害

発
生
時
の
予
備
と
す
る
。
ま
た
、

展
葉
始
め
以
降
に
低
温
や
凍
結

の
被
害
が
心
配
さ
れ
る
場
合
は
、

ホ
ー
ス
を
除
去
す
る
。
た
だ
し
、

芽
や
新
梢
が
降
雨
・
雪
に
よ
り

濡
れ
た
状
態
で
低
温
に
遭
遇
す

る
場
合
は
、
ホ
ー
ス
の
除
去
を

見
送
る
。

事
後
対
策

★
凍
霜
害
発
生
時
や
開
花
期

の
低
温
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に

は
、
下
向
き
の
花
を
中
心
に
丁

寧
な
人
工
受
粉
を
行
い
、
安
定

し
た
結
実
を
確
保
す
る
。
開
花

期
が
低
温
で
経
過
す
る
場
合
に

は
、
開
花
期
間
が
長
く
な
る
も

の
の
結
実
率
は
低
下
す
る
た
め
、

受
粉
回
数
を
増
や
す
。

★
被
害
発
生
樹
で
は
、
結
実
状

況
や
新
梢
等
へ
の
被
害
程
度
が

確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

摘
花
・
摘
果
・
芽
か
き
・
摘
房

等
の
作
業
を
行
う
。

★
果
実
が
低
温
を
受
け
る
と
、

奇
形
果
、
さ
び
果
、
生
理
落
果

が
発
生
す
る
の
で
、
摘
果
作
業

は
注
意
し
て
行
う
。

★
立
木
果
樹
で
は
、
樹
冠
下
部

の
被
害
が
発
生
し
や
す
い
。
樹

冠
下
部
の
着
果
量
が
少
な
い
場

合
に
は
上
部
の
着
果
を
や
や
多

く
す
る
。
特
に
着
果
量
の
少
な

い
樹
で
は
、
追
肥
を
控
え
る
と

と
も
に
奇
形
果
や
さ
び
果
等
も

適
度
に
着
果
さ
せ
、
徒
長
を
抑

制
す
る
と
と
も
に
新
梢
管
理
を

徹
底
す
る
。

▼
野
　

菜

事
前
対
策

★
無
加
温
ハ
ウ
ス
で
は
、
外
気

温
が
-1
℃
以
下
に
な
る
と
予
想

さ
れ
た
場
合
、
ハ
ウ
ス
内
を
多

層

（
２
～
３
層
）
被
覆
す
る
と

と
も
に
、
状
況
に
よ
っ
て
は
簡
易

ス
ト
ー
ブ
等
を
使
っ
て
保
温
す
る
。

（ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
・
レ
タ
ス
等
）

★
小
型
ハ
ウ
ス
や
一
重
ト
ン
ネ
ル

の
保
温
効
果
は
、
外
気
温
に
比

較
し
て
+1
℃
程
度
し
か
期
待
で

き
な
い
の
で
、
低
温
が
予
想
さ

れ
る
場
合
は
、
さ
ら
に
保
温
効

果
の
高
い
被
覆
資
材

（
シ
ル
バ
ー

シ
ー
ト
、
不
織
布
、
ム
シ
ロ
）

を
利
用
す
る
。

★
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
一
重
ト
ン

ネ
ル
栽
培
で
は
、
軟
弱
徒
長
し

な
い
よ
う
ト
ン
ネ
ル
の
換
気
に
注

意
す
る
と
と
も
に
、
本
葉
５
枚

時
以
降
に
ト
ン
ネ
ル
の
裾
を
４
ｍ

間
隔
の
千
鳥
に
、
10
㎝
程
度
部

分
開
放
す
る
こ
と
で
、
分
け
つ
の

発
生
を
確
保
し
、
降
霜
な
ど
低

温
に
よ
る
障
害
の
軽
減
を
図
る
。

　

昨
年
、
甲
府
市
の
農
業
は
地

球
温
暖
化
に
伴
う
気
候
変
動
と

思
わ
れ
る
春
先
の
霜
害
、
７
月

の
長
雨
と
日
照
不
足
、
桃
の
せ

ん
孔
細
菌
病
の
発
生
、
９
月
の

大
型
台
風
襲
来
な
ど
自
然
災
害

に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
年
は
東
京
で
56
年

ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る
す
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な

ど
に
よ
り
、
甲
府
市
へ
の
大
勢
の

観
光
客
も
見
込
ま
れ
ま
す
。
甲

府
市
の
美
味
し
い
桃
・
ぶ
ど
う
・

野
菜
な
ど
を
認
知
し
て
も
ら
え

る
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、
気
分

新
た
に
頑
張
る
年
に
し
た
い
も
の

で
す
。

編
集
委
員　

末
木
瑞
夫

　モモのせん孔細菌病は、 一度感染すると、 もとに戻るまでに長期間を

要します。 そのため、 計画的に防除する必要があります。

　せん孔細菌病を拡大させないためには、 以下の防除対策が有効です。

なお、 昨年の秋にはすでに薬剤を散布していただいていると思いますが、

春にも薬剤の散布をお願いします。 詳しくは、 ＪＡや農薬の販売店等に相

談してください。

散布時期 薬剤と調合量 （100 ㍑当たり薬量） 10a 当たり散布量

３月中旬～下旬
（花弁が見え始める頃まで）

IC ボルドー 412 30 倍 （3.3 ㎏）
又は
4-12 式ボルドー液（硫酸銅 :400g　生石灰 :1.2 ㎏）

500 ㍑

４月～５月
（落花直後から
１週間おきに２～３回）

アグレプト液剤 ・ 水和剤 1,000 倍 （100cc ・ 100g）
又は
マイコシールド 1,500 倍 （66g）

400 ㍑

編

集

後

記

凍
霜
害
対
策

モモの産地を守ろうモモの産地を守ろう
～モモのせん孔細菌病の防除対策～


